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HasaFutureRealCondition

李 仁揆

文、節、 または述語のあらわす内容を、話 し手が一定 の態度 によ「っ

て現実 と関係づけるそのあ りかたを モダリティとい う。条件節が、そ

の内容を仮定的な もの としてさしだすか、それ とも現実的な ものと し

て さしだすかな どとい うことは、モーダルな側面である。従って、条

件節をモーダルな側面か らみ ると、'①既定の条件をさ しだす もの②仮

定的な条件をさ しだす もの⑧予定的 な条件をさしだす もの④反現実 の

仮定的な条件をさ しだす もの⑤」般的な条件を さしだす もの と、五つ

にわけ ることがで きる。本稿は、⑧予定的な条件をさ しだす ものにつ

いて考察 した ものである。本 稿で これを考察の対象 とした理由は、条

件文を考 える時に、ふつ う、「既定 の条件をさ しだすもの」「仮定的な

条件をさ しだす もの」「一般的な条件を さしだす もの」 の三つ を おお

ま期に考 える傾 向があるためである。つ ま り～ 「予定的な 条 件 を さし

だす もの」を、「仮定的な条件をさ しだす もの」 と区別 しな い で一緒

に して考 えて しま うとい うことである。 この2つ は、それぞれ条件節

のモーダルな側面か らみた場合、た しかにちが う性質を持 つてお り、

したがって 「と」「ば」「た ら」の使 用においても、そ の 所 在が、「仮

定的な条件をさ しだす もの」の場合 とはちが うのである。

「予定的な条件 をさしだす もの」 に属す る文において、 ト、ノミ、タラ

の三つの語形が、 どの ように使われ てい るのかを調べ る時に、そ の決

め手 となるものは後件(帰 結節)に くる文 のタイプ(モ ダリティとい

う観点から)で ある。従 って,後 件をモーダルな側面か ら,「判断文」

「決意文」「勧誘文」「依頼文」「命令文」に分類 してそれぞれ の文に三

つの語形(ト ・バ ・タラ)が どのよ うに使われているのかを調べてみ

た。その結果は次 のようである。

「予定的な条件をさ しだす もの」を、「仮定的な条件をさ しだす もの」
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.と区別 して考 えなければならない重要 な 点 はヤすなわ ち、「予定的な

条件 をさしだす もの」 に属する文 とい うのは、一定時間後にはかな ら

ず成立す るい う予定性を持 ってい ること、 したがって前 件 に は、「仮

定」 の意味はな:く、「完了」の意味だけが働いているとい うこ とで あ

る6

従来 の研究では、 このことに注意 しな い で 取 り扱 っているため、

「条件文」の説明に混乱が生 じ、学習者に とって も理解 しに くい もの

となっているわ けである。

「予定的な条件をさ しだす もの」に属す る文 の場合には、厂決意文」

「勧誘文」「依頼文」「命令文」に、 ト・バ の使用はできない。「判断文」

,においてのみ、 ト・イミの使用が可能 となるが、 トの方 は、 もっと制限

があって、根拠 のある客観的な判断である文 の場合にのみ、使用でき

るのである。す なわち、 トは、「判断刻 のなかで も根 拠のある客観

、的な判断である文 の場合 に、バ は 「判断文」に、タ ラは、そ の使用に

お炉 ての制限が な く、全般的に用い られ ているQ

キー ワー ド:条 件,予 定性,モ ーダルな側面,仮 定 の意味,完 了の意

味

0.は じめ に

「と」「ば」「た ら」による条件文は,既 定の条件を さ しだすもの,反 現

実の仮定的な条件をさしだすものに属する文(1.条 件文の種類を参照)の

一部を除いては、韓:国語では 「～lnjen(電)」 に訳される。

換言すれば、韓国語の 「～mj∂n(屯)」 による条件文を、 日本語に訳す

場合、「と」「ば」「たら」のうち、『いずれか一つを選 んで使わなければな

らない。

「と」「ば」「たら」 これら三つの語形が、まった く伺U用 法 として用い

られているとすれば、問題はないわけであるが、』これ ら三つの語形は、共

通する性質もあれば、それぞれ独自の素性も持って恥るため、ある場合に

は、そのいずれを用いても意味的に大差はないけれども、ある場合には、

そのいずれかでなければ、非文法的な文になってしまうのである。

したがって,こ れら三つの語形の用法、す なわ ち各語形 く下、バ、タ
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ラ)の ちがい一使用上の特徴一を明らかにすることは、大変有意義である

と思われる。.しかし、枚数め制限もあって、本稿では、「予定的 な条件を

さしだすもの」について考察してみることにする。本稿でこれを考察の対

象とした理由は、条件文を考える時に、ふつう、「既定の条件をさ しだす

もの」「仮定的な条件をさしだす もの」「「般的な条件をさしだすもの」の、

三つを,お おまかに考える傾向があるたあ である。つまり、「予定的な条

件をさしだすもの」を、「仮定的な条件をさしだすもの」と区別 しないで

一緒にして考えてしまうのである。この2つ は,そ れぞれ条件節のモーダ

ルな側面からみた場合、た しかにちがう性質を持ってお り、 したがって

「と」「ば」「たら」の使用においても、その所在が、「仮定的な条件をさし

だすもの」の場合 とはちが うのである。そ ういうわ け で本稿では、「条件

文」の理解をふかめる意味もあって、「予定的な条件をさ しだすもの」を

とくにとり沱して考察することにする。

1.条 件文の種類

文、節、ーまたは述語のあらわす内容を、話し手が一雉の態度によ?て 現

実 と関係づけるそのあ りがたさをモダリティというQ条 件節が、・その内容

を仮定的なものとしてさしだすか、それとも現実的なものとしてさしだす

かなどということは・ モーダノをな側面である。従って、条件節をモーダル

な側面か らみると、五つにわけることができる。(注‡)

1ほざ 厩 定の条件をざしだすもの

すでに現実に成立 した条件をさしだす場合である。

(1)会 社に帰ると、工場長が数人の工員たちと食堂で麦茶を飲んでい

たo(黒 い雨)

(2)瀬 谷がこれ等の手紙を片野へ返してやると、片野はひどく腹をた

てた。(厚物咲)『
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「会社に帰る」「返 してやる⊥ということがらは、すでに成立したことが

らである◎そのことがらを、主文の成立や発見の条件としてさしだ したの

である。

1.2.仮 定的な条件をさしだす もの 、

成立するかどうか、まだわからないのだが、成立するかもしれないし、

成立しないかもしれない条件塗さしだす場合である。

(3)米 軍が日本の本土を占領すると、 日本人の男はみんな去勢される

かもしれないとのこと。(黒 い雨)

(4)こ れに深井みゆきとのつなが りが発見されれば、川添に任意同行

を求めて事情を聞く充分な根拠になる。(都市の遺言)

(5)「捕まったら、最後だ。 これは二人のもんだいだけ じゃない。…」

(沈黙)

「占領する」「発見 される」,「捕まる」ということが らは、まだ成立して

いないことがらであ り、これからどうなるか分からないまま、仮定として

さしだ したのである。

1.3.予 定的な条件をさしだす もの

門定時間後に成立が予定 されている条件をさしだす場合である。

(6)「 兄さ履は来年になると月給があがるんで しょう」(門)

(7)「 …二週間経てぽ、国か ら届 く筈だか.ら、∵・…」(永 日小品)

(8)「そして着いたら、 とりあえずそこまでの分をお支払いしますか

ら。」(満 月)

「来年になる」「二週間経つ」「着 く」ということが らは、その ことがら

自体、あるいは文脈上から、特別な状況が起こらないかぎ り、一定時間後

にはかならず成立するという予定性を持ってさしだ したのである。

1.4.反 現 実 の仮 定 的 な条 件 を さ しだ す もの
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現実にはないのに、か りに冠あることとしてさしだす場合である。

(9)生 きていれば、可能性があっため'に、いまはどんなに金を積んで

も会えない。(都 市の遺言)

⑩ それさえわかったら、 自分は、人間をこんなに恐怖 し、また、必

死のサービスなどしな くで、すんだのでしょう。(人 間失格)

「生 き℃いる」「わかる」ということが らは、現実に存在 していないこと

がらである。そういう意味で反現実であり、その反現実のことがらを仮定

としてさしだしたのである。

165.一 般的な条件をさしだす もの ・

特定時間に限定されず、・習慣的なくりかえし、あるいは、・一般的な可能

性 として成立する条件をさしだす場合である。』

⑪ 読み書きに疲れるとよく縁の椅子に出た。(崎 の崎にて)

⑫ ・宣教師が捕まれば処刑の前 日、このように見せせ しめのため長崎

市中を引きまわすのが奉行所の慣例である。(沈 黙)

⑬ ナオミは一一旦そういう風に曲が り出したら驚 くほど強清で、始末

に負えないたちでしたか ら、……(病 人の愛)

「疲れる」「捕まる」「曲が り出す」 ということがらは、特定の時間に起

こる一回かぎりのことが らではない、つまり特定の時間に限定されていな

い ことがらなのである。 したがって、この場合には、齟前件(条 件節)と 後

件(帰 結節)と の間に、「いつも」あるいは 「かならず」とい う意味が働

いていると言えよう。

2.予 定的な条件をさしだすもの

この類型の文においては、後件(帰 結節)を 、モーダルな側面か ら 「判

断文」「決意文」「勧誘文」「依頼文」「命令文」に分類して、それぞれの文

に、三つの語形(ト ・バ ・タラ)が どのように使われているのかを調ぺて

いくことにする◎
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2.1.判 断文 ・

〔～と〕

.⑭ リ}チ は三ケ月ほどすると一家を挙げて英国べ帰 る筈 であ る。

(雪の日)

'⑮ '「新野君が駆なくなると、お化けがいっそう『入 りやすくなるぞ」・

「いい考えがあるわ」

「どんな考えだい」

「四入で話すとき≦いつ もべつの二本の電話で同時にアクセスし

てキャパいっぱいにして、お化けが入れないように しち ゃ うの

よ。」(都'市の遺言)

〔'》ば〕

⑯,も う五分.もすれば、私のアパー・トについてしまう。(満 月)

⑰ ご 週間経てば、国から届く筈だから、その時はす ぐと御返しする

という答えである。(永 日小品)

⑱ 今こんなに冴えた夜の底で、同じことを考えていても、朝陽が射

越 淡雪のように溶けてしまうかもしれない。(哀 しい予感)

〔～たら〕

⑲ なぜか といって、これには物的証拠がまった くといっていいほど

ないからです。状況証拠ばか りです。よく逮捕状が取れたと恵っ

たくらいです。公判になったら、どうなるかわからない事件です。

こ(点と線) 、

.鋤 「織屋、お前そうして荷を背負らて、外へ出て、時分どきになった

互Lや っぱ り御膳を食べるんだろうね」(門)

⑳ 「お前はとうとう前科一犯の男の女房になるんだな」

「仕方がない」と彼女ほ案外に軽々と答えた。

「時期が悪いのよb.あせることはないお。何年かたったらまた取

り返 しがつ くわ」(結 婚の生態)
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⑭⑯～⑱⑳⑳の例文の前件は、時間の経過そのものに関する事柄であ り、

⑮⑲は、文脈からみて、一定時間後に成立が予定されている事柄であるた

め、仮定性はないわけである。

各語形(と 、ば、たら)の 使い分けに関して考えてみると、⑱⑳以外の

文は、相互に置き換えることができると判断される。その理由として考え

られるのは、前件と後件の関係が、必然的な関係である文なのか、そ うで

ない文なのかとい うことによって、各語形の置き換のえ可、不可が決まる

のではないかと思われる。つま り、必然的な関係である文の場合には、 ト

の使用ができるけれども、そうでない場合には,ト の使用ができないとい

うことである。ここで,必 然的な関係である文 とい うのは、後件の判断の

事柄が根拠のある客観的な判断で、前件が成立 した場合は必然的に後件の

事柄につながっていく、 というような文のことを示している。そういうこ

とから考えて、⑱⑳の例文の場合は、判断に客観性がよわいため、バ ・タ

ラの使用は可能であるけれ ども、・トの使用は不可能ではないかと思われる。

2.2.決 意文

〔～と〕

用例がない。

〔～ば〕

用例がない。

〔～たら〕

⑫ 駒子がいいなずけの約束を守り通 したことも,身 を落としてまで

療養させたことも、すべてこれ徒労でなくて何であろう。駒子に

会った ら,頭 から徒労だと叩きつけてやろ うと考え る と……。

(雪国)

㈱ 痛いほど砂に くいこませた爪先に、全身の重みをかけて、十かぞ

えたら、飛び出そう……しかし、十三まで数えても、まだ思いき

れず……。(砂 の女)
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㈱ 「そして着いたら、 とりあえずそこまでの分をお支払い しますか

ら。……」(満 月)

㈲ 余はニツの電報を折 り重ねて,明 朝又来るぺき妻の顔を見たら,

先ず この話を しようかと思い定めた。(思い出す事など)

㈱ この一本をふかしてしまったら、起きて籠か ら出して遣ろうと思

いながら,口 から出る煙の行方を見つめていた。(文 鳥)

⑳ 、「帰 りに寄ろうか?」 哲生は言った。

「もちろん」と私は微笑んだ。 ……夕方 『哲生がやってきたら、

私の大きな荷物を持たせて両親のところに帰って、『しばらくはそ

知 らぬ顔を して穏やかに生活しよう。(哀 しい予感)

⑱ その代わ り明朝は夜が明けたらナぐにくるからと、約束して私は

帰ることに した。(結婚の生態)

⑳ 日曜になった ら、朝早く起きて何よりも第一に綺麗な湯に首だけ

浸かってみようと,…(門)、/

判断文の場合とはちがって,ト の用例も、バの用例も見当た らない。そ

れで、上に挙げられている例文を、 ト・ノミに置き換えてみたら、すべての

文が不自然な文になってしまうのである。

こういうことから結論を出してみると、「決意文」の場合は、前件に 「仮

定性」がなけれぽ,す なわち,前 件が一定時間後には成立が予定されてい

る 「予定性」をi持ってさしだされている場合には、 ト・バの使用は不可能

であるということが言えよう。

こういった条件文は,前 件に 「仮定」といった意 味は な く,前 件の動

作 ・状態が完了した後,後 件の動作が始まるとい う意味で、 「完了」・の意

味だけが働いていると見ていいであろう6

こ こで、 これ に 関 す る先行 研 究 で あ る三 上 章1963の 指 摘 と、 三 上 の指 摘

に似 た意 見 を述 べ て い る、Alfonso1966の 指 摘 に つ い て す こ し 触 れ て み

た い 。
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三上は・「シタラはシタ トキニハに似て、完了を条件とするσ」と述べて

つぎの例文をあげて説明している。

① お作 りになったら、す ぐ召し上がって下さい。

② お作 りになれぼ、す ぐ召 し上がってくだ さい。(不 可、宮島達夫の

指摘)

この可不可は完了の条件の有無からかとも思わ れ る。(注2)と なって

いる。

しか し、 この指摘だけでは理解 しがたいところがある。「シタラは完 了

を条件とする」 とのべているが、はたして次の例文の場合にも、この指摘

が適用されるだろうか。

③、碩があったら,ち ょっと貸 して くれませんか。(D坂 の殺人事件)

〈バ可〉

④ 無事に帰 りつけたら、この体験はぜひとも記録しておく価値がある。

(砂の女)〈 バ可置仮定的な条件に属する文〉

⑧の例文は、「完了」の意味はないと思われる。また、④の例文は、「完

了」の意味が働いている文であるけれども、だか らといって、バに置き換

えることができないわけではないのである。つま り、③のように 「完了」

の意味が働いていない場合にもタラが使われてお り、また④のように 「完

了」の意味が働いている文の場合にも、バの使用が可能であるので、三上

の 「シタラは完了を条件 とする」 という指摘には、不十分な点があると言

えよう。

こういった断片的な指摘の原因の一つとして考えられるのは、「0.は じ

めに」のところにすでに言及 した ように、「仮定的な条件をさしだすもの」

と 「予定的な条件をさしだすもの」とを区別 しないで、 この二つをひっく

るめて考えてしまうという点である。上の①の例文が 「仮定的な条件をさ

しだすもの」に属する文であるのか、それとも 「予定的な条件をさしだす

もの」に属する文であるのかを、明示 しないでのべているとい うことが、

そのいい例である。なぜならば、バ ・タラの使用において考える際に、そ
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れは重要なポイ'ソトになるからである。'

したがって、もし、①の例文が前者に属する文であれば、前件に「仮定」

と 「完了」の意味が同時に働いている文であるため,こ の場合にはパの使

用 も可能とな り、も し、後者に属する文であれば、前件に庶 「仮定」の意

味はなく 「完了」の意味だけが働いてUる 文であるため、パの使用は不可

能 となるわけである。

そういうわけで三上の指摘を補足してみると、丁前件に仮定 の意 味はな

く、完了の意味だけが働いている文の場合、判断文以外には、タラしか使

用できない」とい うことになる。

つ ぎ にAlgo且soは 、 タ ラ の 用 法 に つ い て 次 の よ うに の べ て い る 。

「Forpracticalpurposestheform-TARAcanbeconsideredas

acompo廿ndof-TAandasuffixRA;thus・TA・RA.Now,since

ithas・TAasoneofitscomponents,italways・indicatesthat
.the

verhtowhichitisaddedSH:OWS、ANACTION.ORASIUT

・ATIONWHICHISFINISHEDORCOMPLETEbeforetheactlon

orsituationexpressedinthesecondclause.lnotherwords,・TARA

signalssomethingthathappensfirst,afterwhichsomethingelsewi11

:happen・ 」(タ ラ形 は 、 タに 接 尾 辞 ラが加 え られ た 合 成 語 と して考 え られ

る。 した が って 、タ ラは 「タ」とい う要 素 を持 っ てい るた め 、タ ラ節(前

件)の 動 作 ・状 態 は、 後 件 の動 作 ・状 態 の前 に終 了 あ るい は完 了 した と

い う こ と を つ ね に 表 して い る 。 換 言 す れ ば 、 タ ラ 節 の 出 来 事 が 先 に 起 こ

り、 そ の 後 、 他 の 出 来 事(後 件)が 起 こ る と い う こ と を 示 して い る 。)

「・TARAcanbeusedinagreatervarietyofcasesthanTO;the

onlyrestrictiontoitsuseisthattheactionofthefinalverbmust

110tprecedeorbesilnultaneouswithltheaction.ofthe・TARA

verb.」(タ ラ は、 トよ りもっ と多 様 に 使 用 す る こ とが で き る。 タ ラの使

用 に お い て 唯 一 の制 限 は、 後 件 の動 作 が タ ラ節(前 件)の 動 作 に 先 行 あ
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る い は 同時 に 起 こ って は いけ ない とい う こ とであ る 。)(注3)

しか し、上の指摘に適用されない用例、すなわち時間的前後関係をあら

わす文以外のものもたくさんある。その用例をあげてみると、

⑥ 「銀行おそ くならないこと?」

「おそ くなったら、あしたでもいいじゃないか」(痴 情)

⑦ 「そんなことしていた室、朝ま・でかか っちゃうそ」(砂 の女)

⑧ 然 し若 し素直に受け入れなかったら困ると思った。(好人物の夫婦)

などがあ り、また、後件の動作がタラ節の動作に先行あるいは同時に起 こ

ってはいけないとい うことが、タラの使用の唯一の制限としてあげられて

いるけれ ども、「既定の条件」に属する文のなかの 「コ トガラの連続」の

場合 とか、「一般的な条件」に属する文のなかの 「法則性のある事柄」「機

械の仕組みなどに関する事柄」の場合(注4)な ど、いろいろな場合にタ

ラの使用はできないという制限があるわけである。

Alfonsoは ・ ζういう点に注意 しないまま、タラの性質一用法について

説明しているのである。やは り、断片的な説明にすぎないと言えよう6

2.3.勧 誘 文

.〔～ と〕 ・

用 例 が な い。

〔～ ば〕

用 例 が な い。

〔～ た ら〕

鋤 「こ こが 片 づ いた ら、 家 に 帰 る途 中、公 園 で屋 台 の ラー メ・ン食 べ

よ うな」(キ ッチ ン)

鋤 「熱海 に着 いた ら、 まず 温 泉 に入 りま し ょ う」(都 市 の都 言)

働 .「給 料 を も ら『った ら、 本屋 に行 き ま し ょ うよ」(ALFONSO)

この 種 の 文 に 事 い て も、 決 意 文 の と ころ で述 べ た よ うに 、 ほ ぼ 確 実 に 実
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現する事柄があらわされている前件の成立後、相手にあることる勧める文

であって、やは り前件に仮定の意味はなく、完了の意味だけが働いている

わけで、 ト・バの使用は不可能であることが分かる。

以下、「依頼文」「命令文」においても、同じ論理が適用 されるので、そ

の用例だけをあげておくことにする。

2.4.衣 頼 文

〔～ と〕

用 例 が な い。

使 わ れ て い な い。

〔～ ば〕

用 例 が な い。

使 わ れ て い な い。

〔～ た ら〕

鱒 「お 帰 りに な った ら、 お母 さん に よ ろ し く。」(キ ッチ ン)

鱒 始 め210QC位 で 約10分 焼 き、 ふ く らん で きた ら160～1700Cで5～

10分 焼 い て 下 さい 。(楽 し く)

鱒 人 参 か ら汗 の よ うな水 気 が 出て きた ら、 人 参 の半 量 の永 を た し、

蓋 を して蒸 し煮 に して下 さい。(健 康 料 理 辞 典)

2.5.命 令 文

〔～ と〕

用 例 が ない 。

使 わ れ て い な い。

〔～ ば〕

用 例 が な い 。

使 わ れ て い な い。

〔～ た ら〕
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鱒 「この子が二十歳になったら連れていけ、それ ま では行 ってはい

かん」(結婚の生態)

劬 どうですか、まあ着いたら尋ねて御覧なさい。(門)

2.6.ま とめ

以上、「予定的な条件をさしだすもの」に属する文とい うの は、 どうい

う性質一特徴をもっているのか、 したがって各語形が、 どのように使われ

ているのかについて、分析 ・考察してきた。

この類型の文において、「仮定的な条件をさしだすもの」 と区別 して考

えなければならない重要な点は、一定時間後にはかならず成立するとい う

予定性を持っていること、 したがって前件には、厂仮定」の意味 は な く、

「完了」の意味だけが働いているということである。

従来の研究では、このことに注意 しないまま、つまり 「仮定的な条件を

さしだす もの」と 「予定的な条件をさしだす もの」を、はっきり区別 しな

いで取 り扱っているため、「条件文」の説明に混乱が生 じ、学 習者 にとっ

ても理解 しに くいものとなっているわけである。そ うい う意味で、「予定

的な条件をさしだんもの」について最初考えた高橋太郎1983の 先行研究は、

「条件文」の理解に非常に役立つものである。

「予定的な条件をさしだすもの」に属する文の場合 には、「決意文」「勧

誘文」「依頼文」「命令文」に、 ト・バの使用はで きない。「判断文」にお

いてのみ、 ト・バの使用が可能 となるが、 トの新は、もっと制限があって、

根拠のある客観的な判断である文の場合にのみ、使用できるのである。

「予定的な条件をさしだすもの」においての ト・バ ・タラの所在を 「表」

にすると次のようになる。

文の種劉 と ば た ら

半嘶 剥 △① ○ ○

決 意 文1・ × ○
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勧誘 文1 ・[ ・1 ○

依橄1 ・1 ・i ○

齢 、 ×1 ×1 ○

①根拠のある客観的な判断である文の場合にのみ使用できる。

【注】

ユ 高橋太郎1983「 動詞の条件形の後置詞化4r副 用語の研究』明治書院p294

2三 上 章1963『 日本語 の構文』 くろ しお出版p98～99

3ANTHONYALFONSO1966『JapanesesLanguagePatterns』 一astruct・

uralapproachVolumeII.Tokyo:SophiaUniversityPress.p658.666

4*コ トガラの連続:二 つ の事柄を時問の順 に、そのまま忠実に述べる文一 客観

的 な叙述一 の場合には、 タラの使用はふ さわ しくないのである。

〔例文〕 シゲコは病院か ら帰って来 ると、折か ら庭先に出ていた重松に云っ

た。 ・(黒 い雨)

*法 則性 のあ る事柄:自 然現象、物理的 ・化学的 な変化のよ う,に、一定の法期

が見 られ る文 な どには、 トの使用が典型的 である。 この種の文 にタラを用い

ると、厂一般的」 とい う意味合いが よわ まって しまう。 したが って、 タラの

使用 はふさわ しくないのである。

〔例文〕 葉 に 日光が当たると、そ こででんぷんが作 られ る。(理 科6年 上)

*機 械 の仕組みに関する事柄:こ の種の文 において も、 タラの使用はふさわ し

くない。

〔使文〕7と#を 押す と、未知 の人 間の伝言が次 々に取 り出せ るのであ る。

(都市の遺言)

て用例出典】

『雪国』川端康成 新潮文庫1947/『 痴人の愛』谷崎潤一郎 新潮文庫1947/『 門』

夏 目漱石 新潮文庫1948/r結 婚 の生態』石川達三 新潮文庫1950/r人 間失格』

太宰治 新 潮文庫1952/r父 ・こんな こと』幸 田文 新潮文庫1955/rD坂 の殺人

事件」「心理試験」「赤い部屋」r江 戸川乱歩傑作選』江戸川乱歩i新潮文庫1960/「 佐

々木の場合」r焚 火」「山科の記憶」「晩秋濠端の住 まい」r小 僧 の神 様 ・城 の 崎に

て』志賀直哉i新 潮文庫1968/「 碑」「厚物咲」「秋風」「少年 死 刑 囚」r月餽」厂テ

ニヤンの末 日」『碑 ・テニヤ ンの末 日』 申山義秀 新潮 文庫1969/『 黒い雨』井 伏

鱒二 新潮文庫1970/r点 と線』松本清張 新潮 文 庫1971/「 文 鳥」「永 日小品」

『文鳥 ・夢十夜』夏 目漱石 新潮文庫1976/『 沈黙』遠藤周作 新潮文庫1981/『 砂
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の女』阿部工房 新潮文庫1981/「 キ ッチ ン」「満月」「ムー ンライ ト・シャ ドゥ」

rキ ッチ ン』福武文庫1991/r哀:し い予感』吉本 ば な な 角川文庫1991/rTUG

UMI』 吉本ばなな 中公文庫1992/『 都市 の遺 言』森 村 誠 一 新潮文 庫1993/

「花終わ る闇」「一 日」『花終わ る闇』 開高健 新潮文庫1993/r娘 への一 二 通 の手

紙』藤 本義一PHP文 庫1993/「 酷 い天罰」「死なれ ては困る」「路上の奇禍」「女

子大生が消えた」『死 なれては困 る』 夏樹静子 新潮文庫1994/r楽 し く作 ろう加

工食品』大野信子
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